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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

出雲市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

島根県出雲市 

 

３ 地域再生計画の区域 

島根県出雲市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本市は、島根県の東部に位置し、北部は島根半島、中央部は斐伊川と神戸川の

二大河川により形成された出雲平野、南部は中国山地で構成されている。また、

東側に宍道湖、西側に神西湖の２つの汽水湖を有し、島根半島の西端に位置する

日御碕地域は自然景観に優れ、大山、隠岐諸島等とともに、大山隠岐国立公園に

指定されている。 

また、出雲大社をはじめとした多くの歴史・文化遺産を有し、「神話の國」、

「縁結びの地」として、その名が全国に知られた町でもある。 

産業面では、製造品出荷額が県全体の約４割を占め、また商品販売額、農業算

出額ともに県全体の約２割を占めるなど、各産業がバランス良く調和した山陰屈

指の経済拠点都市である。 

国勢調査によると、2000 年調査まで増加傾向にあった本市の人口は、同年の

173,776 人をピークに減少に転じ、2010 年調査では 171,485 人となったが、2015

年調査で 171,938 人となり、再び増加している。一方、年齢階級別の人口推移で

は、1990年代以降、年少人口（０～14歳）と生産年齢人口（15～64歳）が減少す

るなか、1995 年に年少人口が老年人口を下回るとともに、老年人口（65 歳以上）

が増加を続けているため、少子高齢化が進展している。国立社会保障・人口問題

研究所の「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」では、2045 年の本市

の人口は、約 158,000人であり、今後も人口減少が続くと見込まれている。 
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人口の減少は、出生数の減少と死亡数の増加により、自然減が拡大しているこ

とが大きな要因となっている。本市の合計特殊出生率は国・県に比して高い数値

で推移しているものの、若年女性人口の減少や未婚化・晩婚化が出生数の減少に

繋がっている。 

一方、近年、本市の人口が 17万人台を維持している背景には、外国人転入者を

中心とした社会増がある。市内事業所で就労するこれらの外国人は、就労に制限

のない在留資格を有する者の割合が高いことが特徴となっている。 

また、こうした状況下で人口が増加している地域もある一方、中山間地域や海

岸部では、人口流出によって地域コミュニティの維持等が困難となる恐れがある

など、広範な市域を有するがゆえの課題もある。 

これらの課題に対応し、将来にわたり活力ある地方都市として発展していくた

め、若者にとって魅力ある多様な雇用の場を創出し、本市への移住・定住を進め

る。また、結婚から子育てへの切れ目ない支援を行い、子どもを産み育てようと

思える環境の充実を図る。さらに、新しい時代の流れにも対応しながら、誰もが

生き生きと活躍できる、そしてどこに住んでいても安全、安心に暮らせるまちづ

くりを通じて、人口減少に歯止めをかける。なお、これらに取り組むにあたって

は、次の事項を本計画期間における基本目標として掲げる。 

  ・基本目標（１） 出雲の特性を生かした雇用の場を創出するとともに、地域の

産業を支える人材を確保する 

  ・基本目標（２） 出雲との縁をつなぎ、ひとの流れをつくる 

  ・基本目標（３） 出雲で縁を結び、子育てしていく希望をかなえる 

  ・基本目標（４） 住みやすさ№１のまちづくりを行うとともに、住民による主

体的な地域づくりを進める 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（ 計 画 開 始 時 点 ） 

目標値 

（２０２４年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 雇用創出数（累計） 0人 1,000人 基本目標（１） 
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イ 
社会増（転入者－転出者）（

累計） 
0人 1,600人 基本目標（２） 

ウ 出生数（累計） 0人 8,000人 基本目標（３） 

エ 
市民満足度調査「住みやすい

と感じる人の割合」 

86％ 

（2019年度

調査） 

90％ 基本目標（４） 

 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

出雲市まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア 出雲の特性を生かした雇用の場を創出するとともに、地域の産業を支え

る人材を確保する事業 

イ 出雲との縁をつなぎ、ひとの流れをつくる事業 

ウ 出雲で縁を結び、子育てしていく希望をかなえる事業 

エ 住みやすさ№１のまちづくりを行うとともに、住民による主体的な地域

づくりを進める事業 

② 事業の内容 

ア 出雲の特性を生かした雇用の場を創出するとともに、地域の産業を支え

る人材を確保する事業 

農林水産業や観光産業などにおいて地域資源を生かした産業の活性化

や、地場中小・小規模企業の振興施策の推進により、地場産業の経営基

盤の強化を図り、若者にとって魅力ある多様な雇用の場を創出する事業 

また、市内事業所の人材確保の取組を支援する事業 
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     《具体的な取組》 

      ・新規就農者の確保と多様な担い手の育成 

・「出雲」のブランド力を活用した商品の販売促進 等 

イ 出雲との縁をつなぎ、ひとの流れをつくる事業 

移住希望者等に対し積極的に情報発信を行い、認知度向上やイメージ

アップを図るとともに、就職支援をはじめとした支援体制の充実や空き

家の利活用等により移住・定住の促進を図る事業 

また、外国籍生徒の中学校卒業後の進路の確保、転職を希望する外国

人住民の技能習得の場や就労先の確保など、定住志向のある外国人住民

の定着に向けた環境整備に資する事業 

《具体的な取組》 

      ・空き家バンクの充実と利活用の促進 

・定住志向のある外国人住民の定着に向けた環境整備 等 

ウ 出雲で縁を結び、子育てしていく希望をかなえる事業 

出会いの場の創出など結婚を望む方への支援や、ライフステージに沿

った相談体制の整備、子育てに要する経済的負担の軽減など、安心して

子どもを生み、育てられる環境の充実のほか、教育環境の充実、ワーク・

ライフ・バランスの確保等、若い世代の結婚、出産、子育ての希望をか

なえることに資する事業 

《具体的な取組》 

      ・縁結びプロジェクト（結婚支援）の推進 

・妊娠、出産、子育てへの切れ目ない支援の充実 等 

エ 住みやすさ№１のまちづくりを行うとともに、住民による主体的な地域

づくりを進める事業 

防災・減災に向けた取組の推進、高齢者や障がい者の社会参加への支

援、多文化共生社会の実現に向けた取組の推進、スポーツ・芸術文化の

振興を通したまちの魅力の創出、地域の未来を担う人材の育成、中山間

地域の活性化、交通ネットワークの確保など、若者の夢や希望がかなえ

られる、高齢者、障がい者、外国人住民の誰もが生き生きと活躍できる、

そしてどこに住んでいても安全、安心に暮らせるまちづくりに資する事
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業 

《具体的な取組》 

      ・多文化共生社会の実現に向けた取組の推進 

・地域住民による地域課題解決に向けた取組に対する支援 等 

※ なお、詳細は出雲市まち・ひと・しごと創生「第２期総合戦略」のとお

り。 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

1,160,000千円（2020年度～2024年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度 10月を目途に、外部有識者等で構成する出雲市まち・ひと・しごと

創生総合戦略推進会議において効果検証を行う。その結果を踏まえて、改善

点等を検討し、翌年度の事業計画に反映する。また、検証結果は、検証後速

やかに出雲市公式ホームページにおいて公表する。 

⑥ 事業実施期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 

 

５－３ その他の事業 

該当なし 

 

６ 計画期間 

2020年４月１日から 2025年３月 31日まで 


